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研究成果の概要： 

本研究は過去に実施した「若年男性の冠動脈石灰化と頸動脈肥厚による動脈硬化度と循環器

疾患危険因子との関連」（基盤（A）(2) H. 13～16）を発展させたものである。元の研究では

対象を 40 歳代男性に限定し、300 名の調査を行ったが、本研究課題では、これを 50～70 歳代

に拡大し約 1000 名の調査を行った。また、異人種である米国白人、人種的には日本人である

が米国の生活習慣を持つ日系米人のフィールドとの比較検討を進め、動脈硬化の進展に関わる

のは、遺伝要因（人種）よりも環境要因（生活習慣）の影響の方が重要であることを明らかに

した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 11,900,000 3,570,000 15,470,000 

２００６年度 11,000,000 3,300,000 14,300,000 

２００７年度 11,000,000 3,300,000 14,300,000 

２００８年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

  年度  

総 計 39,300,000 11,790,000 51,090,000 
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１．研究開始当初の背景 
 心筋梗塞・狭心症・脳卒中といった動脈硬
化性疾患は、肥満や高血圧、脂質異常症、糖
尿病といった生活習慣に起因する危険因子
と関連している。本研究課題の計画当初、メ
タボリックシンドロームの重要性が認識さ
れ、重篤な循環器疾患の発症を防ぐため、動
脈硬化の進展を予防することが重要と考え
られた。特に、近年の食生活や生活習慣の欧
米化に伴い、日本人の動脈硬化は進展し、近

い将来、心筋梗塞や狭心症は増加するのでは
ないかと懸念されていた。ところが、我々が
過去に行った本研究課題の基盤となった調
査によると（「若年男性の冠動脈石灰化と頸
動脈肥厚による動脈硬化度と循環器疾患危
険因子との関連」（基盤（A）(2) H. 14～16））、 
40 歳代男性において、日本人の動脈硬化進展
度は米国白人よりも軽度であることが明ら
かにされた。つまり、高血圧・脂質異常・高
血糖・喫煙といった確立された危険因子の状
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況が米国白人と比較して同程度ないしは日
本人の方が悪いにも拘らず、動脈硬化の程度
は日本人の方が軽い、ということであり、日
本人に特有の予防因子が存在することがう
かがわれた。それを明らかにすることは、本
邦ばかりではなく、国際的にも循環器疾患予
防のために有益であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 前項の背景に基づき、本研究課題では、以
下の各項目を目的とした。 
１）母体となる研究課題の年齢層・性別を 70
歳代男女にまで拡大することにより、日本の
動脈硬化の現状を更に明らかにすること。 
２）異人種である米国白人、人種的には日本
人であるが米国の生活習慣を持つ日系米人
のフィールドとの比較検討を進めること。こ
れにより、動脈硬化の進展により重要なのは、
遺伝要因（人種）なのか環境要因（生活習慣）
なのかを検討すること。 
３）将来、さまざまな国際共同研究を推進す
るための基盤を整備すること。 
 
３．研究の方法 

調査内容は、国際共同研究として標準化さ
れた方法による身体計測（身長・体重・腹囲・
腰囲・腹腔径）・血圧測定・空腹時血液検査・
CT 検査（冠動脈石灰化および腹部脂肪分
布）・頚部エコー検査（頚動脈内膜中膜肥厚
およびプラーク形成）・上下肢血圧比および
脈波速度測定・歩数計による運動量調査・詳
細な日常生活および既往歴・家族歴に関する
問診である。 
上記の各項目については、測定方法、測定

機器、解析方法の国際標準化を出来る限り行
った。また、血液検査については、採血後 1
時間以内に血清・血漿などを分離し、検体を
冷凍保存し、単一検査室にて測定を行ってい
る。 

CT 検査では、本研究課題推進の途中で機
器が故障したため、他の機器に変更せざるを
得ない状況が生じたが、解析の際に機器の相
違を考慮することとした 
頚部超音波検査は米国ピッツバーグ大学

超音波検査研究センター  (Pittsburgh 
University Ultrasound Laboratory) が確立
したプロトコールに従い、精度管理トレーニ
ング並びに認証を受けた医師及び超音波検
査技師 3名が行った。被験者は臥床し、検査
者は被験者の右側より検査を行った。超音波
画像診断装置は Xario SSA-660A (Toshiba 
Medical Systems, Japan)、プローブは 7.5MHz
を使用し、左右の総頚動脈から球部、内頚動
脈、外頚動脈の B mode 撮影と Doppler 撮影
による流速計測を行った。全ての画像は CDR
並びに DVD に録画され、プロトコールに準拠
できているか頚部超音波検査統括医師が確

認を行った。 
表１ CT 検査の概要 
 
エレクトロンビーム CT による検査 
ＣＴ装置： 
イマトロン C-150 型超高速ＣＴスキャナー
（electron-beam CT） 
カルシウムスコア撮影条件： 

Prospective 心電図同期撮影 
管電圧 130kV、管電流 625ｍＡ、スキャン
速度 100msec、スライス厚 3mm、 
撮影位相：RR 間隔 70% 

大血管石灰化評価撮影条件： 
Continuous Volume Scanning 
管電圧 130kV、管電流 625ｍＡ、スキャン
速度 300ｍsec、スライス厚 6mm、 

 
マルチディテクターＣＴによる検査 
ＣＴ装置： 

東芝社製 Aquilion 
（16DAS、multislice CT） 

カルシウムスコア撮影条件： 
Prospective 心電図同期撮影 
管電圧 120kV、管電流 280ｍＡ、スキャン
速度 0.32sec、スライス厚 3mm、 
撮影位相：RR 間隔 70%、画像再構成関数：
FC01、FOV：260mm、CTDIvol：8.3mGy 

大血管石灰化評価撮影条件： 
ヘリカル撮影 
管電圧 120kV、管電流 150ｍＡ、スキャン
速度 0.5sec、表示スライス厚 7mm、 
検出器：2mm×16 列モード、画像再構成
関数：FC01、FOV：350mm、470mm 
CTDIvol：13.1mGy 
 
表２頸部超音波検査撮影手順 

１CCA から ICA を横断・縦断撮影し、血管の
走行、プラークの部位を確認し、動画を保
存 

２CCA（BULB 起始部より 1cm 近位部）の撮影 
静止画（心電図の QR 波上）と動画を保存 
３Bulb の撮影 静止画（心電図の after T 

and before R）と動画を保存 
４ICA の撮影 静止画（心電図の after T and 
before R）と動画を保存 

５ECA の撮影 静止画（心電図の after T and 
before R）と動画を保存 

６CCA のドップラー撮影 静止画と動画を
保存 流速等計測 

７ICA のドップラー撮影 静止画と動画を
保存 流速等計測 

８ECA のドップラー撮影 静止画と動画を
保存 流速等計測 

９CCA-lumen の撮影 静止画（心電図のＱR
波上）と動画を保存 

10CCA-Adventitia の撮影 静止画（心電図
のＱR波上）と動画を保存 



 

 

 
 
 
４．研究成果 
 
本邦の日本人が米国白人や日系米人よりも
動脈硬化が進みにくい要因を多面的に探索
している。 
 
(1) 日本人・日系米人・米国白人における、

血清 n-6 および n-3 多価不飽和脂肪酸と
脂質との関係 
 
魚の摂取量が多い日本人、日本人ではあ
るが欧米型の生活習慣に曝露されている
日系米国人、米国本土の白人の間で、n-6
および n-3 多価不飽和脂肪酸と脂質との
関係を調べたところ、各集団で特徴がみ
られたが、どの集団でも、中性脂肪と n-6
系および n-3 系脂肪酸は反比例の関係を
示した。 

 
（２）米国白人と比較して、日本人の肝臓脂

肪含有量は多い 
 
  異所性脂肪の解析のひとつとして、肝臓

の脂肪沈着を CT にて調べた。肝臓のう
ち、3カ所の CT 値と対照の脾臓の CT 値
との比を指標として調べたところ、白人
よりも日本人の方が肝臓の脂肪含有量
が多いことが明らかになった。 

 
（３）魚介類による n-3 系脂肪酸摂取と潜在
性動脈硬化伸展度との関係 

 
魚の摂取量が多い日本人、日本人ではある
が欧米型の生活習慣に曝露されている日
系米国人、米国本土の白人の間で、魚介類
による n-3系脂肪酸摂取と潜在性動脈硬化
伸展度との関係を調べたところ、日本人の
非常に n-3脂肪酸の摂取量が多い集団で動
脈硬化伸展度が軽度であり、日本人の動脈
硬化伸展度が他の集団より遅い要因のひ
とつとして、魚介類摂取が関連している可
能性が示唆された。 

 
（４）頸動脈内膜中膜肥厚と NMR による脂質

分析との関連 
 
NMR 分析により、通常の脂質分析よりも詳
細な、粒子サイズおよび粒子数の状態が明
らかになる。日本人および白人男性の集団
において、NMR 分析と頸動脈内膜中膜肥厚
との関連を調べたところ、従来の知見を超
えるものはなく、日本人が白人よりも動脈
硬化が進みにくい要因としては説明でき
ないことが分かった。しかし、さらに分析

を継続中である。 
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